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新たな二次救急医療体制 

救急告示医療機関数 １６医療機関 

【輪番制病院】 

◆ ５病院による輪番制で対応 
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【その他の救急告示医療機関】 

◆ 協力病院(7)，連携病院(1)，応援救急医療機関(3)に位置づけ 

：各救急医療機関に専用電話を配置し，１６医療機関すべてが，相互に迅速な連絡を図れる体制を確保 

済生会宇都宮病院 NHO 栃木病院 宇都宮社会保険病院 

NHO 宇都宮病院 宇都宮記念病院 

 

救急患者の集中是正 

◆ 輪番制病院が重症患者を円滑に受入れられるよ

う，中等症の患者については，輪番制病院におい

て治療を行った後，協力病院等が受け入れ 
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※中等症以下の患者の

円滑な受け入れ 

 

◆ 協力病院等で対応が困難な患者について，輪番

制病院が受け入れ 

バックアップ 

患者発生 

 
(1) 救急搬送の状況（２４時間） 

 ア 患者収容までの所要時間            イ 救急隊から救急医療機関への平均問合わせ回数 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 夜間休日における救急搬送患者の受け入れ状況 

 ア 市内救急医療機関における救急搬送患者受け入れ率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新たな二次救急医療体制の稼働状況 

【覚知から病院収容までの所要時間】 
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イ 相互支援体制による受け入れ 

  ・ 輪番制病院が当番日以外の日に他の当番輪番制病院から受け入れた患者数 ---- ４人 

  ・  協力病院等が輪番制病院から受け入れた患者数 ---- １５人 

平成21年

1月～5月

平成21年

6月～12月

【稼働前】

【稼働後】

（733人） （2 ,280人） （502人）

（1 ,272人） （3 ,361人） （563人）

救急搬送患者数 3,515人

救急搬送患者数 5,196人
〔内訳〕 
獨協医科大学病院 300 人（53.3％）

自治医科大学附属病院  70 人（12.4％）

その他           193 人（34.3％）


